
も
三
角
港
港
湾
整
備
事
業
の
計

画
的
な
推
進
を
熊
本
県
に
求
め

る
と
と
も
に
、
新
た
な
三
角
港

振
興
対
策
に
つ
い
て
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
進
め
た
い
。

問　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
か
。

市
長　
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ

く
設
置
許
可
申
請
の
許
可
権
者

で
あ
る
熊
本
県
は
、
環
境
ア
セ

ス
手
続
の
段
階
で
は
計
画
事
業

者
が
撤
退
を
表
明
し
な
い
以
上

は
粛
々
と
順
を
追
っ
て
対
応
を

す
る
と
の
こ
と
。
反
対
運
動
を

強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
か
。

市
長　
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
消
費

動
向
な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
、

ど
の
産
地
よ
り
も
早
く
消
費
者

の
立
場
に
な
っ
て
、
優
良
品
種

へ
の
更
新
、
新
規
作
物
の
導
入

を
図
り
な
が
ら
多
様
化
す
る
市

場
流
通
で
の
販
売
戦
略
を
講
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
市
場
流
通
に
乗
ら
な
い
農
産

物
は
加
工
グ
ル
ー
プ
の
育
成
や

農
商
工
連
携
を
推
進
し
、
加
工

食
品
の
開
発
も
進
め
、
農
業
所

得
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
促
進

す
る
た
め
、水
産
資
源
の
維
持
活

用
及
び
栽
培
漁
業
へ
の
取
組
が

必
要
で
あ
る
。現
在
、地
元
、県

栽
培
漁
業
協
会
と
連
携
し
て
稚

魚
、
稚
貝
等
の
放
流
事
業
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。今
後
も

継
続
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
長
は
市
民
の
負
託
を

負
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分

の
考
え
を
自
分
の
主
導
で
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。
他
人
に
頼
る

こ
と
な
く
、
信
念
を
貫
い
て
い

た
だ
き
た
い
。
私
は
議
員
と
し

て
、
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
宇

城
市
を
子
や
孫
の
未
来
の
た
め

に
、
宇
城
市
の
発
展
の
た
め
で

あ
れ
ば
是
々
非
々
の
態
度
で

正
々
堂
々
と
真
剣
に
議
論
を
重

ね
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

問　
地
味
で
も
、
地
域
に
密
着

し
た
健
全
な
行
財
政
運
営
を
か

か
げ
、
見
事
、
宇
城
市
長
に
当

選
さ
れ
た
、
篠
﨑
新
市
長
に
心

か
ら
祝
福
を
送
り
た
い
と
思
う
。

財
政
の
健
全
な
運
営
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
地
方
債
の
返
済
計

画
と
ピ
ー
ク
は
い
つ
に
な
る
の

か
お
尋
ね
を
し
た
い
。

市
長　
市
債
残
高
３
５
３
億
７

９
０
０
万
円
で
、
平
成
21
年
度

は
、
約
39
億
円
を
返
済
、
以
後

微
増
す
る
。
ピ
ー
ク
は
平
成
26

年
度
で
、約
42
億
７
０
０
０
万
円
。

問　
市
民
の
目
線
に
立
ち
、声

を
聞
き
、耳
を
傾
け
、行
政
運
営

を
目
指
し
、市
民
が
主
人
公
の

地
方
自
治
、環
境
、福
祉
、教
育
、

防
災
等
の
施
策
を
、是
非
実
現
さ

せ
て
欲
し
い
。そ
の
決
意
を
伺
う
。

市
長　
市
民
が
幸
せ
を
実
感
で

き
る
施
策
等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。

問　
道
の
駅
、
物
産
館
に
つ
い

て
は
、
計
画
当
初
と
現
在
で
は
、

社
会
的
経
済
的
状
況
変
化
の
中
、

計
画
変
更
の
考
え
は
な
い
か
。

ホ
テ
ル
の
進
出
断
念
が
通
告
さ

れ
た
が
、
罰
則
規
定
は
な
い
の

か
。
総
合
的
な
土
地
利
用
を
見

直
す
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

企
画
部
長　
ホ
テ
ル
の
進
出
は

見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
罰
則

規
定
は
な
い
。

経
済
部
長　
物
産
館
建
設
は
計

画
通
り
進
め
た
い
。

市
長　
物
産
館
建
設
を
す
べ
き

か
ど
う
か
が
今
の
正
直
な
想
い

だ
。
今
後
慎
重
に
協
議
を
行
っ

て
い
く
。

問　
港
町
上
ノ
原
線
の
旧
国
道

３
号
線
と
旧
２
１
８
号
線
の
間
、

約
２
５
０
ｍ
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
の
取
組
と
、
道
路
が
現

在
よ
り
高
く
な
る
と
の
事
だ
が
、

そ
の
対
策
は
。

市
長　
平
成
21
年
度
、
用
地
買

収
及
び
補
償
費
等
２
０
０
０
万

円
計
上
し
て
あ
る
。
家
屋
移
転

等
、
背
後
地
の
有
効
利
用
が
最

適
と
思
わ
れ
る
。
地
権
者
と
事

前
協
議
し
て
、
課
題
解
消
に
取

り
組
む
。

問　
松
橋
小
学
校
運
動
場
の
東

側
の
道
路
を
、
付
近
の
住
民
の

利
便
性
を
考
え
、
市
道
認
定
は

で
き
な
い
か
。

土
木
部
長　
認
定
基
準
を
備
え

た
改
良
工
事
と
路
線
認
定
手
続

き
を
同
時
に
施
工
す
る
事
で
市

道
認
定
が
で
き
る
と
考
え
る
。

問　
雇
用
不
安
は
高
ま
る
一
方

だ
が
、
政
府
に
お
い
て
も
生
活

防
衛
の
た
め
の
緊
急
雇
用
対
策

を
打
ち
出
し
、
各
自
治
体
へ
支

援
を
し
て
い
る
。
国
の
支
援
に

対
し
て
、
宇
城
市
は
ど
の
よ
う

な
取
組
を
す
る
の
か
。

企
画
部
長　
国
の
追
加
経
済
対

策
に
伴
い
、
県
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
２
つ
の
基
金

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
１

つ
は
地
域
の
安
定
的
な
雇
用
機

会
の
創
出
を
図
る
た
め
の
「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
」
へ
配
分
枠
３
年
間
で
９
２

７
４
万
円
。
２
つ
目
は
、
一
時

的
な
就
業
機
会
確
保
を
図
る
た

め
の
「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事

業
」
で
あ
る
。
配
分
枠
３
年
間

で
３
９
４
７
万
円
で
あ
り
、
こ

の
事
業
に
お
け
る
新
規
雇
用
は

延
べ
人
数
36
人
ほ
ど
に
な
る
。

問　
家
族
介
護
が
難
し
い
と
思

わ
れ
る
入
所
待
機
者
問
題
や
５

町
の
中
で
特
に
利
用
者
の
多
い

手
狭
な
不
知
火
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
改
善
点
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
い
。

市
長　
待
機
者
解
消
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度

ま
で
の
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
、
介
護
施
設
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
不
知

火
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
本
所
機
能
と

支
所
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
で

あ
る
が
、
支
所
機
能
と
し
て
の

介
護
予
防
事
業
に
対
す
る
参
加

者
が
多
く
、
手
狭
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
改
善
に
向
け
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
松
橋
、
不
知
火
地
区
排
水

対
策
協
議
会
の
要
望
書
に
あ
る

よ
う
に
不
知
火
町
の
東
部
、
駅

西
側
一
帯
は
う
き
う
き
道
路
と

新
幹
線
工
事
で
山
の
水
流
が
早

く
な
り
、
平
坦
部
の
家
屋
浸
水

や
水
田
の
冠
水
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
早
期
の
解
決

が
必
要
で
あ
り
対
応
策
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

市
長　
当
面
の
対
応
策
と
今
後

の
課
題
を
早
急
に
調
整
検
討
し

て
参
る
。
豪
雨
災
害
へ
の
浸
水

対
策
と
し
て
災
害
対
策
費
で
８

イ
ン
チ
の
ポ
ン
プ
２
基
、
発
電

機
１
基
を
使
用
し
、
松
崎
地
区

の
河
川
敷
に
設
置
し
た
い
。

問　
駅
周
辺
開
発
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

市
長　
今
年
度
策
定
さ
れ
た
基

本
構
想
、
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
と
十
分
議
論
し
、

策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
尊

重
し
た
い
。
し
か
し
、
新
幹
線

駅
設
置
を
想
定
し
た
計
画
で
あ

る
た
め
、
財
政
的
な
面
か
ら
し

て
も
当
分
の
間
、
新
駅
設
置
は

困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
新

駅
設
置
の
想
定
を
し
な
い
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
若
干
の
修
正
が

必
要
と
考
え
る
。

問　
総
事
業
費
約
70
億
円
の
内

訳
と
、
ま
た
税
金
の
無
駄
使
い

と
言
わ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど

こ
が
、
ど
の
よ
う
に
無
駄
だ
っ

た
の
か
。
ま
た
箱
物
は
も
う
い

ら
な
い
と
言
わ
れ
た
が
、
本
当

に
も
う
こ
れ
以
上
、
造
ら
な
い

の
か
。

市
長　
私
の
選
挙
対
策
本
部
で

は
総
額
70
億
８
５
０
０
万
円
の

建
物
建
築
の
数
字
を
公
表
し
て

い
た
が
、当
時
、執
行
部
か
ら
公

表
が
あ
っ
た
平
成
18
年
か
ら
平

成
20
年
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
９

件
の
建
築
物
総
額
約
53
億
円
と

の
違
い
は
、既
に
実
施
し
て
あ
る

小
川
学
校
の
大
規
模
改
修
事
業

費
約
１
億
８
７
０
０
万
円
、
豊

野
響
原
市
営
住
宅
建
設
約
２

億
１
６
０
０
万
円
な
ど
で
あ
り
、

ま
た
今
後
の
計
画
に
あ
る
物
産

館
建
設
約
２
億
８
２
０
０
万
円
、

豊
野
小
学
校
建
設
の
９
億
５
８

０
０
万
円
な
ど
の
総
合
計
で
70

億
円
相
当
の
数
字
を
出
し
て
い

た
。
無
駄
な
投
資
だ
っ
た
の
か

否
か
は
今
後
検
証
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。今
後
の
箱
物
建
設
に

つ
い
て
は
、危
険
な
建
物
耐
震
構

造
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
見

極
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
ま
だ
建
設
さ
れ
て
い
な
い

物
産
館
建
設
や
豊
野
小
学
校
の

建
設
ま
で
入
っ
て
い
る
。
市

長
が
出
し
た
チ
ラ
シ
に
は
「
合

併
後
４
年
間
」
と
書
い
て
あ
る
。

チ
ラ
シ
は
嘘
で
は
な
い
か
。

市
長　

考
え
方
の
相
違
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問　
な
ぜ
夕
張
市
が
財
政
再
建

団
体
に
な
っ
た
の
か
詳
し
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

夕
張
市
は
累
積
赤
字
が
３
６
０

億
円
に
対
し
て
宇
城
市
の
累
積

赤
字
は
い
く
ら
か
。

市
長　
夕
張
市
の
財
政
破
綻
に

至
っ
た
経
緯
は
全
国
的
に
ま
れ

に
見
る
特
異
な
状
況
で
あ
り
、

主
た
る
産
業
が
炭
坑
だ
っ
た
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
斜
陽
産
業
の

宿
命
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
原

因
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

総
務
部
長　
宇
城
市
の
赤
字
額

は
ゼ
ロ
円
で
あ
る
。

問　
夕
張
市
は
累
積
赤
字
が
標

準
財
政
規
模
の
20
％
を
超
え
て

財
政
再
建
団
体
に
な
っ
た
。
宇

城
市
の
場
合
い
く
ら
の
累
積
赤

字
が
出
た
ら
再
建
団
体
に
な
る

の
か
。

市
長　
宇
城
市
の
場
合
は
33
億

円
の
歳
入
欠
陥
が
生
じ
た
場
合

に
、
そ
う
い
う
状
況
に
な
る
。

問　
宇
城
市
の
一
人
当
た
り
の

借
金
残
高
88
万
円
、
こ
れ
は
県

内
の
類
似
団
体
か
ら
比
べ
て
極

端
に
高
い
の
か
。
ま
た
そ
の
88

万
円
が
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
る

数
字
な
の
か
。

市
長　
宇
城
市
は
88
万
円
、

そ
れ
と
人
口
が
類
似
す
る
団

体
、
山
鹿
市
が
86
万
円
、
合

併
新
市
に
よ
る
類
似
団
体
、

「
農
業
及
び
つ
く
り
育
て
る
漁

業
の
振
興
に
つ
い
て
」

古
川 

紀
満  

議
員 

「
健
全
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
」

「
物
産
館
に
つ
い
て
」

「
港
町
上
ノ
原
線
に
つ
い
て
」

中
村 

友
博  

議
員

「
雇
用
対
策
に
つ
い
て
」

「
排
水
対
策
に
つ
い
て
」

中
山 

弘
幸   

議
員

「
箱
物
行
政
に
つ
い
て
」

「
夕
張
市
と
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
」

「
松
橋
駅
周
辺
開
発
に
つ
い
て
」

「
大
岳
地
区
の
産
業
廃
棄
物
処

理
場
の
建
設
反
対
に
つ
い
て
」

「
他
市
と
の
比
較
に
つ
い
て
」

港町上ノ原線整備計画地

「
高
齢
者
福
祉
行
政
に
つ
い
て
」

松橋駅周辺開発予定地域（駅裏地域）
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